
 

令 和 7 年 1 月 24 日 

愛  媛  大  学 

 

愛媛大学データサイエンスセンターと伊予銀行共同 
「データ利活用アセスメントシート」を用いた調査を実施 

 つきましては、ぜひ取材くださいますようお願いいたします。 

 

記 

■ 調査概要： 

調査対象 愛媛県内に事業所をおく法人 1,000社 

調査方法 「いよぎんビジネスポータル」でのご案内によるWebアンケート形式 

調査時期 令和 7年 1月 27日～2月 7日 

結果の公表 令和 7年 3月（予定） 

※詳細については、別紙をご参照ください。 

■ データ利活用アセスメントシート： 

概要 

データ利活用に関する簡単な設問に答えるだけで自社のデータ利活用

における現状把握ができる診断ツールであり、地域・地元企業におけ

るデータ利活用の促進を目的に開発したもの。 

設問項目 

チェック項目は以下の3項目に分類 

①「データの保有・利用」、②「社内環境」、③「ビジネスへの活用・

新しい価値の創造」 

設問数 15 問 

所要時間 約 10分 

利用料 無料 ※通信料はお客さまのご負担となります 

 

 

※送付資料 2枚（本紙含む） 

 愛媛大学データサイエンスセンター（センター長平野幹）は、株式会社伊予銀行（頭

取三好賢治）と共同で、愛媛県内企業のデータ利活用状況を調査します。 

愛媛大学データサイエンスセンターと伊予銀行は、データ活用に関する地域・地元企

業の課題解決やデータ人材の育成など様々な取組を進めており、その一環として、共同

で開発した「データ利活用アセスメントシート」を用いた調査を愛媛県内企業向けに実

施し、対象企業に診断レポートを提供します。なお、この調査は伊予銀行の法人向けサ

ービス「いよぎんビジネスポータル」上で実施します。 

愛媛大学データサイエンスセンターは、伊予銀行との連携により、地域・地元企業に

おけるデータ利活用の更なる高度化を図るとともに、それらを通じて地域の発展や地元

企業の活性化に寄与してまいります。 
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本件に関する問い合わせ先 

愛媛大学データサイエンスセンター 

担当：石川、越智 

TEL：089-927-8951 

Mail：cdse@stu.ehime-u.ac.jp 

https://www.iyobank.co.jp/business/iyoportal/



